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タミル古典文学の基礎的研究

恋愛文学の術語　Kuruntokaiの詞書から

高 橋 孝 信

はじめに

　タミル古典文学は，古代パーンデEや王朝の首府マドゥライに存在していたとされる，

文芸院（cahkaa［サンガム］）の名にちなんで，サンガム文学と呼ばれている。

　本稿は，そのサンガム文学の一一大ジャンルであり，量的には，作品数の過半を占める

恋愛詩の1），研究の基礎である術語の理解のために，まず恋愛詩の分類・主題・作詩技

法などの概略を示し〔第王節〕，その上で，それら術語の意味内容を明らかにするもの

である〔第∬節〕。

　　　　　　　　　　　　　　1　タミル古典文学概説

1－1　サンガム文学

　チェーラ・チs一ラ・パーンディヤの，古代三王朝の栄えた地を中心として，およそ

紀元1世紀から3世紀の間に，数多くの詩が作られたが，これらの詩は，後に，詩の長

さや内容などにより分類・編纂され2｝，Ettuttokai［エットゥトハイ］（『八つの詞華ff＄）

と，Pattuppaetu〔パットゥパーットゥ］（「十の長識）という二大詞華集にまとめられ

た〔表1参照〕。今臼我々がサンガム文学と呼ぶのは，この二大詞華集のことである。

　サンガム文学は，その後，紀元600年から900年にかけて盛り上ったバクティ運動や，

1）本稿で恋愛詩（恋愛文学）と呼ぶものには，後述する如く，夫婦間の愛も含まれる。正しくは，

　「恋や結婚後の愛を主題とする詩」あるいは「男女の間の愛の詩」とすべきであるが，便盧上

　恋愛詩で統一する。

2）S．Vaiyapui　Pillai〔参考文献参照〕は，「4・5世紀は文学史上画期的な時…期である」という。

　それは，これら詞華藥の編纂という大事業がなされたからである。これらの編纂に携わったの

　は，文学理論にも通じた，文芸院（サンガム）の構成員達であったと思われる。各々の詞華数

　の制限行数や内容については〈表1＞参照。
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タミル吉典文学の基礎的研究（高橋〉

バラモン教・仏教・ジャイナ教などの影響により，文学史の流れが大きく変えられたた

め，人々からその存在すらも忘れ虫られてしまった。しかし，19世紀後半から今世紀初

頭にかけて，U．　V．　Swaminaとha　Aiyar〔ま855－1942〕などの尽力によって，サンガム文

学の古い野営写本が堀り起こされ，収集・整理されて次々と出版され，サンガム文学は，

再び人々に知られるようになった。

　こうして，今H我々に伝わるサンガム文学の作晶は，その数およそ2380にのぼる。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈ge　1：二大調華i蘂＞

Ettuttokai（「八つの詞華ees）

1．　Aii　kurunitru

2．　Kurtgntokai

3．　Narrinai

4．　Patirrttppattu

5．　Akananaru

6．　Parananaru

7．　Paripa（a1

8．　Kalittokai

（点数）

500

400

400

［8鰯

400

400

　70

150

（各々の行数）

3－6

4一一8

9一一12

［一定せず］

13－31

［一定せず〕

〔～定せず3

［一定せず】

（作者数）

　　5

　205

　王75

　　8

　145

　王57

　i3

　　5

　（内容）

　akam

　akam

　akam

　pur－am

　akam

　pu1am

akam／puram

　akam

PattuPP∂teu（「一fの長詩諺）

LPo彫ηαr奄ゆ。姻

2．　Pa＃inappalai

3．　PerumparpazLrztppagai

4・1ζゆ五〇加∂ξξ配

5．　Malaipagukatam

6．　Maturaikkafiof

7．　Netunalvatai

8ドMullaippaetu

9，c勿ゆ勿⑳妙。妨

10・1翫襯μ耀醸遡ppala主

（行数）

234

30i

500

261

583

782

エ88

　玉03

　296

　317

　　　　　　（作者）

Mutattamakkappiyer

Kariyalttr　Urlittirahka4pagar

Kat玉ya雄r　Uruttlrahka暴ひa暴諏

Kapilar

Peruhkaucilanar

Mfiitkuti　Marutan

NakkTrar

Napptttapax

Nattattan：r

Nakk重rar

（内容）

pulam

akam

pu王am

akam

pu1am

pu1am

akam

akarn

pulam

pu王am

（注意）上述の順番は，詞華集の成立したおおよその順番である。
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋）

れらは一部の作品を除き，湿てaciriyam（akaval）またはvaffciという韻律をもって書

かれた詩であるが，行数には大きなばらつきがあり，最も短いものは3行，最も長いも

のは782行からなっている。また，これらの作品から，470余の詩人名が知られている。

1－2　古典の二大ジャンル

　サンガム文学は，理論家達により内容から，akam［アハム1とpugam［プラム］と

に二大別される〔図1参照〕。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈図1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cahkam文学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　puram（英雄文学＞　　　　　　　　　　　　　akafU（恋愛文学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7つのtipai　ve1ci
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vartei
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u上ifiai
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tumpai
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vvakai

　　　ain－tipai　kaikkilai　peruntipai　I　kArtci
　　（5つのt蜘）　　　　（片思い）　（激しすぎる愛）　　　pa蜘

　akamとは，「内」を意味する語であり，人間の内的・私的な営みを，男女の愛という

ものを通じて描くジャンルである。ただakamは，特定個人の恋愛事を扱うものではな

い為，個人名などが作品に出ることはない。

　一方，pu1amは「外」を意昧する語であり，人閥の外的・公的な営みを，戦争や英雄

行為を中心にして描くジャンルである。pu！amでは，王や英雄の名前や讃辞を送る詩人

名などは明記される。

　これらakamとpu1amとは，主題やその主題の展開する場所などにより，更に各々，

7つのtinai（小さなジャンル）に分類される。

　まずPUIamの方では，　ve㌻ci（牛の略奪），　vafici（敵地への侵入），　ttiifiai（城砦の包

囲），tumpai（激しい戦闘），　vakai（勝利），　k醸ci（この世のはかなさ），そしてpat御

（勝利者への賞讃）の7つのti4aiに分けられる。なお，これらのtipaiの名称は，各々

花の名前に由来し，兵士達は，戦いの種類に応じて，その花を身につけたといわれる

〔例えば，牛を奪う戦いの際にはvetciの花を身につける〕。

　次のakamであるが，まず相思椙愛を基調とするain（5つの）一ti4aiと，不適当な

愛や片想いを扱うkaikkilai，及び情欲の激し過ぎる愛を扱うperuntipai，とに分類され
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋）

るが，後の二者（kaikki｝aiとperuntipai）を扱った詩は，サンガム文学の中にはほとん

どない。従って，ここではaintipaiのみを扱うことにする。

　pu二amの詩は，叙事的であり，作者の心情も詩語の表面に直接表わされる為に，内容

の理解は比較的易しい。一方，akamの詩は，ある特定個人や作者の恋愛事を描くもの

ではない。むしろ人が誰しも抱く恋愛の情というものを，作者が代弁する形で叙述する

のである。そこで，おのずと作者達に好まれる恋愛の主題は限られてくる。またそれら

を描く際に，作者はある特定の恋愛の情というものを，ある特定の場所・季節・時間

〔図2参照〕や，その場所に固有の動植物などに，寓意する形で表現する。従って，あ

る場所やそこに固有の動植物などによっても，作贔の主題が暗示される。その一振で，

どのような主題がどのような事象（場所等）に結びつけて表現されるか，ということの

理解を抜きにしては，akamの内容把握は困難である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈図2＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ain－tlnal

　〈場所〉

　〈季節〉

　〈蒔間〉

〈主な主題〉

　kurifici　fteytal　palai　mullai　marutam
　　山岱　　　　　海岸　　　　　荒地　　　森林・牧草地　　　田園地帯

寒期・冬前期　　（全季節）　　冬後期・夏　　　　雨季　　　　　（全季節）

　真夜中　　　　夕方　　　　真昼　　　　夕暮・宵　　　　　朝
　幽会い　　　　　苦悩　　　　　別れ　　　［男を〕待つ不安　　［：女1の不機嫌

V．．／i／””’　NXNxx．．．．〈

　　　　　　　kalavn　ka1pu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＋一
　そこで，注釈家達がよくやるように，主題と事象とを結びつけた形で5つのtiRa三を

順次略述すると，以下のようになる。

1．ku鏑ci［クリンジ］：男女の出会い，逢引，親による女の監禁，二人の問柄の暴露

　　などが主題で，場所は山岳地，季節は冬である。

2。neyta1［ネイダル］：密会，女の焦躁感などが主題で，場所は海岸である。

3．p滋a三［パーラ肩：男女の隔離，〔女の爾親が結婚に反対する時〕駆け落ち，など

　　が主題で，場所は荒地，時間は真夏の畳闘である。

4．mullai［ムッライ］：女が男の旅からの帰宅を待つこと，男が戻ると欝つた雨蚕の

　　到来による悲しみ，などが主題で，場所は森林・牧草地，時間は雨季の夕方である。

5．marutam［マルダム3：男（夫）が遊女のもとへ行くこと，そのための女（妻）の
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋）

　　不機嫌，仲直り，などが主題で，場所は町の郊外の富かな水田地帯である。

　これらのtipaiの名称は，各々の場所に特有の花の名前に由来し，各々のt蜘iの名称

であると同時に，土地そのものをも意昧する〔例えば，クリンジは，花の名，tigaiの

名称，そして山岳地帯をもさす〕。

　また，これら5つのtipaiは，結婚前の秘密の恋の段階（kalavn）と，結婚後の段階

（kalpu）とに分けられる〔図2参照〕。　kuxiftclとneytalはka｝avuに属し，　muilaiと

marutamはka三puに属するが，　palaiは，別れの種類により，　ka｝avuに属するものも，

ka1puに属するものもある。

1－3　作詩の技法

　ではここで，実際にakamの作晶をみてみることにする。娼典は91八つの詞華集』中

　のひとつの詞華集κ礎麗。肋［クルンドハイ］の第66番蟹の詩〔筆者試訳〕である。

　　大きな幹のコンライの木は，何と愚かなのだろう。

　　　　　　　　　　　の　　　　　　　ひと
　　小石だらけの道を行ったあの男が〔帰ると〕言っ．た季節は

　　まだ来ていないのに，通り雨を雨季〔の始まり〕と思って，

　　生い繁り，枝に房のように，

　　：花を咲かせてしまうなんて。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［K◎vattanar作］

　こ．の詩は，どんな〈場所〉を背景としているのか，明確に示してはいない。しかし，

作者は「雨挙」という季節を描き込むことにより，この詩がmullaiに属するものであ

ることを示している。また「コンライ（ko璽ai）」というのは，雨季になると花の咲く，

mullaiの地に特有の植物である。従って，この詩の主題は，　mullaiの詩に特有の「男

の旅からの帰りを不安とともに待つこと」と関連のあることが暗示されている。

　さて，詩そのものは，この詩のように，発話者を明示しない。しかし，恋愛詩に表れ

る人物〔または物〕は限られており，しかも各々の表れ方も一定している。それら登場

するもの，及び各々の表れ方，の主なものを図式化したものが，〈図3＞である。

　詩人は，〈図3＞のような表れ方をする，登場人物のいずれかの口をかりて，他のも

のに〔読者に，ではなく〕語りかける形式をとる。上述の詩では，男が戻ってくる筈の

雨季が来ても，男が戻らず，悲嘆に暮れる女を見て，「コンライの木が馬鹿なのだ。単

なる通り雨を，雨季の到来だと勘違いして，花を開かせてしまうのだから。まだ本盗の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと
雨季は決して始まっていない。だから心配するな。あの男はきっと帰ってくる。」と

憲って，友人が女を励ましているのである。
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋〉

至一4　　詞書　（turai）

　このように，恋愛詩には，その中で使用される言葉によって，理解されることが期待

されている状況がいつも供っている。このような，詩語とそれによって連想されうる状

況との関係を，仮にここで詩の状況設定と呼ぶことにするが，その状況設定を明快に示

しているのが，個々の詩に付けられた，turaiと呼ばれる詞書である。

　turaiとは，元来「流れ（川）」，「〔しばしば行く〕場所」，「〔そこへ行く〕途」などを表

〈図3＞

回
説
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　　　　　　ノ　　　　
　　　　　／／［独白］＼＼

　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　1　　　　　　　　　　　　＼
　　／　　　　　　　　　　　　　　＼
　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

〆　誓い．慰め　＼

回
［
独
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］
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る
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1．1る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す
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ｫ
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よ
　
　
る
　
　
悲
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葵
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男の使者として

男の友入（2＞ 女の友人
i141）

使…爵にこたえる

N

騰
　　　＼園

（注意〉・矢印は発話煮→鰐謡者，を示している。

　　　・（　）内の数字は，Kuruntokaiの詞書による，発話饗となる数である。

わす言葉である3｝。それは丁度「人や動物などを，水飲場へ正しく導く途㌔のように，

3）　A　Dravidian　Etymologr’cal　Dictionary　2773

4＞TolkaPPIyam〔ll　凡例を参照〕第3章第56詩節に対する14世紀の注釈家

　Nacd漁rkkinlyarの漉釈。
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タミル古典：文学の基礎的研究（高橋）

読者を詩の正しい理解へと導いてくれる。例えば，先のKu－runtokai　66に付けられた詞

書には，「雨季の到来に悲しむ女を「これは〔本当の〕雨季ではない渥と言って，女の友

人が励ますこと」と書かれている。

　この例のように，誰が誰に，どのような状況の下で何を言わんとするのか，詩人が暗

示するに過ぎぬことを，詞書は明示するのである。

　調書が，何時頃誰によって書かれたのか，確かなことは分っていない。ただ，複数の

詞書が付けられている詩のあることや，詩に合わない詞書が僅かながら存在することか

ら，調書が詩の作者自身によって書かれたものでないことは明らかである。恐らく，こ

れらの詞書は，詞華集が編まれた時に編纂に携わった人々や，後の注釈家などによって，

書かれたものであろう。

H　恋愛文学の術語，およびその内容　Kuruntokaiの詞書から

　タミル古典の恋愛詩には，1－4で述べた如き，詩の状況設定があり，その理解なし

には作品の理解は躍難である。そこで，その詩の状況設定を明快に示している，イ圃々の

作品に付けられた詞書（turai）を正しく解釈することが，古典恋愛詩の理解の上で心要と

なる。ところが詞書には，主題ないし内容を分類的・区：分的に表示する，ある一定の術

語がしばしば用いられている為に，それら術語の意味内容を把握することが，まず要求

される。

　そこで本稿では，E四獣勧（f八つの詞華集ののうちのひとつの詞華集κ礎魏。履

［クルンドハイ］のすべての詞書から，akam文学における術語を抜き出し，注釈家達の

記述も盛り込みつつ，術語の意昧内容を説明することにする。akam文学の術語で，こ

こに晃出語として表れないものもあるが，それらの申で重要なものについては，各項目

の説明部分で触れることにする。

　Kuruntohaiは，「短かい（Kurun一）詩の，集まり（tokai）」という意味をもつ，4行か

ら8行の恋愛詩，400詩からなる詩華集である5）。この詞華集の編纂事情については，確

かなことはほとんど何も知られていない。恐らく，実際の作詩の時期の少し後の，紀元

4世紀項に，この詞華集の奥付から知られるPgrikkσ〔王族出身か？〕によって編纂さ

れたものと考えられる。

5）　ただし，現在のテキストには401の詩の他に神への讃歌が読まれ，9行詩も2つ（307，391）

　存複≡する。
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タミル古典：文：学の基礎的研究（高橋）

　　凡　例

・見出語はアルファベットの順に配列してある．

。晃出語の後の｛｝内の数字は，turaiの番号である。　turaiが詩に2っ付いている場合は，①，

②で区罰した。

・見出語には，分り易くするため，連声を避けて一を入れたものがある。

・晃出語の表記については，タミル人にならい，名詞形（一pu，一vu，一　［t｝　tal）を用いた。

・タミル文字：のローマ字転写は，四目1L鋤ωπの方式にならった。

・〔〕は補いを，（　）は雪いかえを承す。

・心要に応じて，タミル文学史上鍛吉にして簸も優れた文法書（文学理論書），Tolkamplyam〔ToL

　と略言己〕の詩節番号を記した。

　Tolkappiyamは3章27節，約1600詩節からなり，第1章で音韻論，第2童で形態論，第3章で詩

の意味内容・韻律・修辞法を扱う。第1，2章の原形は古く，紀元繭2～1世紀に出来たと思わ

れるが，第3章はサンガム文学前後に凍形が出来たと思われる。作者は作品名からTolkappiyar

　といわれる。

・術語については，本稿に付した参考文献以外に，マドゥライ大学（Madurai　Kamaraj　Umiv．）の

　タミル語科主任R孤Periyakaruppan教授から直接教えを受けた。

1．　alar　llO9，　311，　320，　373i

人々〔特に村人〕の，二人に関する噂話。

　　強縮を表わす語は他にもある。kauvaiは中傷を含んだ懸話。　ampalも樽話である

　　が，Tol．　1085に対する1！afnpifrapar　［12ttt　re］の注釈によると，鋤pa1は口に出して

　　言わずに，何となく目配せや身振りで示し合うことであるのに対し，alarは口に出

　　して言うことである。」．raiyazzar　Akapporzt！　226’に対するNakkτrarの注釈によると，

　　ampalは，植物でまさに芽が出ようとする時で，　aralは満開の時である。ちなみに

　　今日，結婚のことをtiru（聖なる）一mapamというが，　maBamとは，花の満開時の

　　芳香を示す語でもある。

1Ta．　alar　malivu　13931

6＞別名Kagaviyal。骨体は60の短い詩節からなり，1一・33詩節でKa｝avu〔1－2参照〕を，34－60

　詩節でkaEpuを扱う恋愛文学の理論書である。作者はシヴァ神（IS三yap）自身とされる。恐らく

　紀元4～6世紀頃の成立。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タミル右典文学の基礎的研究（高橋）

峰話が段々盛んになること。

　　このことが，二人を結婚へと駆り立てることになる。

2．　allakuli（一patutal］　llOO＠，　120（D，　128（IDI

あらかじめ示し合せてあった合図（kuri）を，〔偶々動物などによってなされたりし〕

聞き過し（見逃し），逢引に失敗すること。

3・　alattotu　niL，al　（axaB）　115，　23，　26，　31，　52，　214，　259，　305，　321，　333，　362，

　　　　　　　　　　　　374，　3791

　〔女の友人が〕二人の秘密の間柄を〔法（aram）をもって〕暴露すること。

　恋煩いで痩せ衰える娘を児て，両親はムルガン神（Murukan）に取りつかれたと勘

　違いし，祈薦の儀式を行おうとする。そんな蒔に，恋煩いであると暴露してしまう

　　eと。27．kattu－kanuta1，及び63．　veriを参照されたい。

4．　g．r．lamai　16，　i2，　16，　22，　38，　49，　57，　86，　90，　102，　130＠，　152，　i53，　160，

　　　　　　181，　248，　259，　260，　264，　283，　296，　305，　320，　329，　373，　380，　3981

女の苦悩・悲嘆。

　両親の監視の厳しいこと（7．celippu），結婚の遅れ（61－i．　varaivu　R￥＃itta1），別

　　離（6．celavu），夫が遊女のもとへ行くこと（44．　parattaiyiエpirivu），など原因

　　は様々である。愛の喜びをうたう詩はほとんどなく，大部分が，女の側からの愛に

　　よる苦悩を表す詩であることは，タミル古典恋愛詩の特徴のひとつであるといえる。

5．　lirg．uvittal　113，　21，　36，　37，　130（il），　134，　160，　187，　210，　236，　248，　367＠，

　　　　　　　380，　381，　3941

　〔女の友人が〕悲しむ女を慰め，力づけること。

　　女の友人は，常に女と一心同体となって共に悩み，励ます存在である。

6．　celavu

　（1）　駆け落ち　　｛7｝

　　59．　u重agPdkkuを見よ。

　（2＞別れ　i22｝

　　な厩鋼塑プ撮吻。畷40では，別れに6種をあげる。それらは，学習・戦争・王の使

　　者・富・辺境警備・遊女，などを目的とする別れである。Tol．では，このうち最初

　　の4つのみを挙げる〔Tol．　971，974〕。これらのうち，　akamでしばしば起るのは，

　　戦い・富・遊女のための別れである。

6－a．　celavu－aluhkutal　i71，　IOI，　256，　267，　347，　376，　388i

一　ll



タミル古典文学の基礎的研究（高橋）

　〔別れを悲しむ〕女を慰め〔納得させ〕る為に，男が出発を延ばすこと。

6－b．　celavu－kuEippu－axital　122，　207，　331，　3481

男が出発するのが，〔車を用意するなどで〕女や女の友入に知れること。

6－C．　celavu－ukarttal　120，　76i

男の出発を，女の友人が女に知らせること。

6－d．　celavu－vilakkal　i3901

　〔女の友人が〕男の串発を止めること。

　　ただし390では，荒地を〔駆け落ちして〕行く二人を見た人が，それ以上行くこと

　　を止める，となっている。

7．ce工三ppu　｛159①｝

男との関係を察知した女の両親が，〔男と会わせない為に〕女を家の中に監禁するこ

　と。i4．　i王celippuに同じ。

7“a．　cexippu－agivllluttal　i199，　294，　303，　324，　335，　3421

女の友人が，男に，女が監禁されたことを知らせること。

8．　cilai－pu1am　13，　55，　89，　90，　109，　123，　i25，　141，　159CD，　161，　219，　227，

　　　　　　　　239，　246，　261，　263，　268，　269，　292，　296，　299，　311，　313，　353，

　　　　　　　　360，　375，　392，　3931

　女の家を囲む塀（cigai）の外（pugam）に，男が来ているのを承知していながら，知

　らぬ振りを装って，女と女の友入とが話すこと。

　　ここで，両親が気付いたこと，醸がひろまっていることなどを，男に知らせるので

　　ある。

9．　cttl　u1avu　1384i

　男が女，または女の友人に誓い（CRI）を立てること。

　　誓いの内容は，結婚すること，旅立たないこと，遊女のもとへ行かぬこと，などで

　　ある。

IO．　etam　afical　i1411

　〔男が逢引に通って来る途中の道の〕危険を，女〔または女の友人〕が恐れること。

　　男は，虎や象の出没する山岳の狭い危険な道を，夜の逢引（13．iravukkuτi）のた

　　めに通ってくる。それを心配すると三時に，そんな危険なことを止め，早く結婚し

　　てくれることを望む。

ll．　etir　alital　k92，　2431
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋）

　女が，友人の慰めや性情（5．arruvittal）に反擬すること。

12．三ra飢αpiゆ旦al　l17，32，165，286⑦，337｝

　男が，女の友人に逢引の手引を要求しに来ること。

　　逢引には，夜の逢引（13．iravukkuli）と昼の逢引（43．　paka1kugi）との2種ある

　　が，女の友人の手引を必要とする。

13．　iravukkuri　118，　29，　42，　69，　73，　121，　138Cl），　141，　158，　i62，　244，　261，　292，

　　　　　　　　312，　313，　340，　346，　353，　372，　3751

　夜の逢引。

　　Tol．・io77には，女の家の敷地内で行なわれるとある。この蒔，男が合図したのを風

　　や動物のせいと勘違いして，逢引に失敗するのが2．allakuriである。

13－a．　iravukkuri　maruttal　134el

　男の夜の逢引の要求を，〔女の友人が〕拒絶すること。

13－b．　iravukkuli　Rayattal　1336，　346，　353i

　男が夜の逢引を望むこと。

13－C．　iravttkku！i　ltayav：mai　1335i

　女が夜の逢引を望まないこと。

13rm　d．　iravukkuri　nertal　i88，　i38＠，　15e，　179，　3551

　男の夜の逢引の要求を，女の友人が受け入れること。

14．　i1ce1ippu　（i！cegivu，　ilcelikkappatutal）　i141，　4011

　7．ce工ippuを見よ。

15．　itantalaippatu　i621

　最初の出会い（17．iyalkai－puparcci）と同じ場所で〔翌日，2度目の〕逢引をする

　こと。

16．　ilattuyttu　nrltkal　ll141

　女の友人が，〔昼の逢引の〕約策の場所に女を連れて行き，一一人残してくること。

17．　iyagkai－puparcci　12，　40，　li6，　l19，　120＠，　137，　142（1），　30el

　運命による，二人の最初の出会い。

　　一連の主題のうちの，最初のものであり，kurirtci〔1－2参照〕の典型的な主題で

　　ある。未婚の娘の仕事のひとつは，山あいの穀物畑の晃張りをすることである。そ

　　んな時，偶々狩猟で獲物を追ってやってきた男と出会う。この出会いは，神によっ

　　て定められた出会い，とすることからdeiva－pugearcciと呼ばれることもある。ま
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋〉

　　た多くの詩は，最初の出会いの蒔に，二人が契りを結ぶことをほのめかしている。

　　その為ka撮a－pu照rcdと呼ばれることもある〔Tol．　1442〕。

18．　iyax－palittal　13，　96，　181，　187，　313，　381，　3941

　〔女が苦悩するのを晃て〕女の友人が，男の性格の悪口を，女に言うこと。

18－a．　iyalpata　mo！ital　i　3，　96，　i81，　i87，　313，　3221

　女の友人が男の悪口を欝うのを，女が非難し，男を誉めること。

19．　kaiya1u　（eytitu　kilav“　1163i

　〔女が〕苦悩にやるせなくなってつぶやくこと。

20．　kaiyuxai　ma1utta｝　111

　男からの結婚の贈り物を，〔女の友人が〕拒絶すること。

　　kaiyuエaiとは，男から女への贈り物で，これを受け取ることは，結婚の受諾を意昧

　　する。普通贈り物は，花環や，花や草で作った腰につける衣（talai）である。古典

　　には，今日のダウリにあたるものの記述はなく，男が女に何かを贈るのが普通であ

　　る。

21．　kalarutal　i156，　184，　206，　2721

　男が恋に陥ちたのを着て，男の友人があざ笑い，非難すること。

　　女の友人が，常に女を親身に心配する存在であるのに対し，〔5．arruvittalを参

　　照〕，男の友人は，男を非難する存在として表れる。

21’a．　kaia．rru－etirmag．ai　158，　132，　2801

　非難する友に，男が正しい方法で答えること。

22．　k6mam　mikka　kaiipatar　kilavi　192，　1071

　〔女が〕清念に満たされ，自制を失って言う言葉。

23．　kaka－kanutal　i1471

　〔単手の〕夢を見ること。

　　旅先で男が残してきた女の夢を見ることや，女が旅先の男の夢を見ることである。

　　また，二人が駆け落ちした場合には，女の養母が女の夢を見ることである〔Tol．

　　1143－4参照〕。

23－a．　kanavu　nalitai　i30i

　夢を見て〔悲しくなり〕苦悩すること。

24．　k’dppu　nikuti　157，　16i，　166，　259，　292，　305，　3061

　女を両親が厳しく監視し，外へ出さぬこと。7．ce1ippuに同じ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タミル古典文学の基礎的研究（高橋）

25．　kalpu　（kalam）　1169，　2421

　結婚後の生活。王一2を参照されたい。

26．　katiRakar

　（1漸婚の二人が入る家。｛167，178，193，201，228，242｝

　（2）女の母親によって，女が外に出されず，厳しく監視されていること〔またその家〕。

　12471

27．　kattu－kanutal　1231

　お告げ（kattu）の儀式の準備をすること。

　　恋煩いに痩せ衰える娘を見て，それとは知らぬ両親が，占い女（k鱒uvicci）を呼

　　び，お告げを得ようとする。占い女は，ざるに米粒を入れて，神々の歌をうたいな

　　がら，ざるの上の米を選り分けつつ数え，お告げを伝える。3．a1attoPu　a吐al，

　　63．veri参照。

28．　kfival　mikuti　1244，3661

　24．kappu　miktttiに同じ。

29．　koBtuta｝ai－pirital　（561

　駆け落ち。59．uta塾p◎kkuを見よ。

30．　kttrai　irattal　1741

　男が，女の友人に逢引の手引を頼むこと。12．iraRtu　p圭墨壇alを参照のこと。

30－a．　kurai　kgrutal　l142＠i

　30．　やこ岡じ。

30－b．　kugai　ma1uttal　114，　173，　182，　276，　286＠，　2981

　男の逢引の要求を，女の友人が断ること。

30－C．　kuxai　nayatta｝　1176，　212，　2301

　男の逢引の要求を，女の友人が受け入れ〔女に勧め〕ること。

31．　kuxi　piiaitta｝　l138＠1

　約束してあった合図を聞き過し（見逃し）逢引に失敗すること。2．allakuriに同じ。

32．　kulippu　velupatu　1401

　　〔女の〕心が変ること。

33．　kuliyiSam　peyartta｝　l113，　1981

　逢引の場所伍噸y細m）を変更すること。

34．　makas　pokkutal　184，　144，　356，　378，　396i
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋）

　女の養母が知らぬ間に，二入に駆け落ちされること。

　　このあと，養母が二人を捜しに，荒地に出かける，という空理が続く。理論家は，

　　養母は女の友入の母親とするが，実際には必ずしもそうではない。

35．　matal　erutal　1141

　〔女の両親が結婚に反対する時や，女の友入が逢引の手引をしない蒔などに〕男が，

　ヤシの葉で作った馬（ma蝿〔ma〕）に乗ると威すこと。

　　ヤシの葉先は尖っているから，この馬に乗るというのは自殺行為を意味する。従っ

　　て女〔や友人）を威すだけで，実際には行わない。男は飾り立てたこの馬を，村の

　　通りに引き出し，手には女〔と名〕を描き，村人に知らせる。すると下々は男に同

　　濁し，男の肩をもつ。この主題は非常に有名であるが，Kurorntofeaiの5つの詩（14，

　　17，32，173，182）を含め，古典全体でも10詩程度しか，この主題を扱っていない。

　　matal〔ma〕については，　Tol．　1048，1057を参照のこと。

36．　mey　to；Yu－payilal　121

　〔逢引の時，恥らいをとるべく，男が女の体に触れること。Tol．・1048参照。

37．m墾塾iまai　pu1amoゑi　｛47｝

　目の前の相手（munRilai）に語りかけることを意図しながらも，その相手とは関係の

　ない第三者に語りかけるように装って語ること。

38．　nalam　pardpta｝　i21

　男が女の美しさを誉めたたえること。

39．　neficirku－kifral　（一coila｝）　lll，　29，　62，　63，　70，　71，　10e＠，　101（D，　116，　120

　　　　　　　　　　　　　　　0，　151，　i68，　182，　274，　312，　347，　3761

　〔男が〕自分の心に向って言うこと。

　　富を求めて旅立て，などとそそのかす心に向って，男が言うこと。男と心とは，論

　　馴する関係にある。まれに，女が心に向って賄うこともあるが，その場合は独白に

　　近い。

40．　neruftki－collal　16，　128＠，　1521

　粗い露葉で，激しく欝うこと。

41．　Rotuma｝ar　varaivu　i31，　321，　3791

　　〔恋人以外の〕別の男が結婚を申し込みにやってくること。

　　二人の間柄は秘密である。そうこうしているうちに，別の男が女の爾親のもとに結

　　婚の申し込みに来てしまう。そこで，女の友人は，秘密を打ちあける（3　．　alatto　pa
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋〉

　　nirral）0

42．　pakal　valttu－olttkal　1345，　3531

　結婚せぬまま，墨の逢引（pakal－kUli）にしばしばやってくること。

43．　pa｝〈alkuli　148，　73，　123，　294，　35301

　昼の逢引

　　Tol．　1078によると，村の近くの，女がよく行く場所で行なわれる。13．　iravukkttri

　　も参照されたい。

43－a．　pakagkuli　maxutta｝　1353＠1

　男の昼の逢引の要求を，女の友人が断ること。

43－b．　paka1ku1i　nertal　1123，　1411

　男の昼の逢引の要求を，女の友人が受け入れること。

44．　parattaiyil　pirivu　i91（D，　91＠，　181，　293，　309，　349，　354，　359i

　男（夫）が，遊女のために女（妻）を捨て，出かけること。

　　6種の別れのひとつである〔6．celavu参照〕。　parattaiは普通「遊女」であるが，

　　「妾」を思わせる場合もある。女とparattaiとは，男をめぐって挑み合う関係であ

　　る。kalpu（結婚後の段階）において，この主題の占める割合は3割に近い。　maru－

　　tam〔1－2参照〕の代表的な主題である。

45．　paruvam　ag1u　｛patratu｝　vampu　166，　i48，　200，　251，　3821

　「これは〔男が帰ると言った〕雨季（paruvam）ではなく，単なる通り雨（vampu）

　である」と，女の友人が女に欝って励ますこと。

　　男は旅立つ蒔に，「雨季にはきっと帰ってくる」と言って出かけた。その雨季が訪

　　れたのに，男が帰ってこないため，「通り雨」と言って励ますのである。mullaiの

　　代表的な主題である。1－3を参照されたい。

45－a．　paruvam　ka4su　a！ital　124，　66，　82，　94，　98，　103，　108，　1100，　126，　148，

　　　　　　　　　　　　　　155，　188，　200，　216i

　〔男が帰ると言った〕雨季の到来を見て，女が悲しみ悩むこと。

45－b．　paruvam　ku1ittu－pirital　i277，　3801

　男が罠る季節を〔女に〕告げて出発すること。

45rm　C．　paruva　varavil　ve；ttpatal　1285，　314，　341，　380，　3821

　男が戻ると言った季節の到来のために，女の容色の衰えること。65．ve1upatu参照。

46．　pirivirai　a！ital　159，　65，　66，　82，　98，　13001

17　一



タミル右典文学の基礎的研究（高橋〉

　〔男が旅立ち〕別れている間に，女の苦悩すること。

46－a．　piriviyai　aLramai　14，　5，　27，　46，　6e，　64，　67，　77，　104，　190，　191，　218，

　　　　　　　　　　　　241，　325i

　46．に同じ。4．arramaiを参照のこと。

46nt　b．　pirivitai　meiitai　135，　43，　68，　329，　3521

　46．に同じQ

46“C．　pirivitai　velupalal　141，　180，　281，　287，　314，　3301

　別れている間に，〔苦悩のために〕女の容色の衰えること。

　　以上46．および46－a　一・　c．のいずれも，女の側の苦悩・悲しみを扱っている。こ

　　れらに対し，別れている間の男の苦悩を扱っているものは少ない。いずれもpalai

　　〔1－2参照〕の代表的な幾日である。

46m　d．　pirivitai　va；puluttal　1278，　338，　344，　358，　386，　3871

　別れている問に悲しむ女を，女の友人が励ますこと。5．a邸vi乞tal参照。

47．　pirivu－accam　1137，　3001

　男の単動が女に別れを恐れる気持を起こさせること。

47m　a．　pirivu　nertal　i35el

　女の友人が，男の出発に同意すること。

　　しかる後に友人は女を納得させる。女が納得しない蒔には，男は出発を延ばして女

　　を説得する（6－a．ceiavu－aluftkutal）。

47’b．　pirivu－u4arttal　i174，　363，　3981

　男の旅立ちに気付いた女の友人が，女にそれを知らせること。

48．　porul　vayix　pirivu　116，　79，　140，　153，　2831

　富を得ることを目的とした別れ。

　　6種の別れのひとつで，akamでは最もよく表れる別れの種類である。男は女や女

　　の友人の哀願を振り切って，荒れた大地を通って出稼ぎにゆく。この別れは，結婚

　　前（kalavu）にも結婚後（kaXPU）にも起ると理論家は欝う。作晶からは，結婚の

　　前か後かは判らないが，長期間の別れであることは窺える。一方，結婚準備のため

　　の短期的な別れを堪uppir三vuと言う。61－a．　varaivi嫁vait£u　pirita1を参照され

　　たい。

48－a．　porul　muLti　maluttaral　12091

48’b．　porul　muL，i　mi｝tal　1237i
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48－C．　porul　mul；1，／i　pukutal　i99i

　〔以上48－a～c．はいずれも〕勇が求めていた富を得て，〔雨季に〕女のもとへ戻っ

　てくること〔あるいは，帰途につくこと〕。

48－d．　porul　valittal　llOl＠，　151，　168，　256，　274，　347，　376i

　〔別れを恐れ，出かけるのをしぶる〕男に，鍔の心が，憲を得るために出かけるよう

　に強調すること。39．neficirku＿kura1参照。

49．　puparcci　vitumpal　1178i

　男が女（i妻）を非常に抱きたいと思うこと。

50．　puparntu　nThkutal　170，　l16，　119，　142＠i

　最初の逢引のあと［喜びに満ちた］男の語ること。

　　これを告げる相手は，多くは自分の心であるが，友人である場合もある。

51．　puparntutan　p6tal　l124，　3901

　駆け落ち。59．utaapdkkttを莞よ。

52．　puppu　eytutal　i1571

　女が生理になること。

　　p如puは，　pa（花が開く）から派生した名詞である。

53．　telittal　l169，　238，　247Cl）1

　男が女の不機嫌・怒りをなだめること。

　　女の不機嫌の原因は，男（夫）が遊女の所へゆくことである。57．u阜arppuvay壌

　　vara－a重a1を参照されたい。

54．　teyvam　paravutal　187，　3781

　〔安全を願い〕神に祈ること。

　　女が男の旅の安全を祈ること，また養母が駆け落ちした女の安全を祈ること。

55．　t（：i！iyil＿kif鍾am　（tdliyiエーpuひarcci）　　　i13，　17，　81｝

　女の友入（t61i）の手引きによる逢引。

　　結婚前の段階（kalavu）における，最も大きな主題である。12，13，30，43などの

　　術語を参照されたい。

56．　tutu　llO6，　130¢，　130＠1

　〔工人の間をとりもつ，あるいはとりなす〕使者。62。vayil　ma三uttalを晃よ。

57．　uparppuvayin　vard－ayal　（19，　128（il））

　男が女の不機嫌をなだめても，なお女が不機嫌であること。
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　　夫が他の女のところへ行くために起る夫嬬閥の不和，妻の不機嫌をuta1という。

　　小さな夫婦喧嘩をpulavi，喧嘩の長びくものをtugiと呼ぶこともある。いずれの

　　場合でも，akam文学では仲直りすることになるが，この仲直りとして再び交るこ

　　とをunartalという。marutamの中心的な主題である。

58．　itrmer　vaittu　molital　i341

　人々が女のために結婚準備などの活動をしていることを，女の友人が女に語って聞か

　せること。

59．　u重a裂p◎kku　　｛エ15｝

　駆け落ち。

　　女の両親が二人の結婚を許さない蒋，駆け落ちする。palaiの代表的な主題のひと

　　つである。なお駆け落ちば，一種の結婚形態と晃徹される。

59’a．　upagp6kku　nayattal　1217，　343i

　女の友人で駆け落ちすることに岡恥し，女にそれを勧めること。

59－b．　utagpevkku　nertal　1262，　383，　3881

　女の友人が，駆け落ちを求める男に岡貸すること。

59”C．　utaup6kku　ugarttal　1149，　262，　3691

　〔駆け落ちに同意して〕駆け落ちすることを，女の友人が女に知らせ〔勧め〕ること。

60．　vanpugai　122，　59，　66，　82，　110＠，　1300，　148，　175，　180，　192，　197，　2｝5，　221，

　　　　　　　223，　232，　243，　251，　253，　254，　273，　279，　281，　285，　290，　300，　308，

　　　　　　　314，　317，　329，　348，　356，　37ii

　女の友人が，〔女の悲しむ様子を晃て〕女を慰さめ，力づけること。

　　5．arruvitta1に同じである。参照されたい。

61．　varaivi；ai　dLrdmai　128，　134，　245，　170，　17i，　172，　205，　226，　240，　245，　301，

　　　　　　　　　　　304，　334，　377，　381，　394，　395i

　結婚（varaivu）するまでの間の，女の不安・苦悩。

　　男は〔最初の〕逢引の際，女に「結婚する」と誓った。しかし，仲熟覧の両親のと

　　ころへ結婚の申し込みに来ない。また，もし男が申し込みに来たとしても，両親は

　　断るかもしれない。そんなことで，女は焦躁と不安に悩まされる。

61－a．　varavigai　vaittu　（porulvayig］　pirital　16，　36，　143，　225，　236，　249，　3951

　結婚する前に〔女に対する贈り物や結婚の準備のために〕富を求めて男が旅立つこと。

　　これは，通常余り遠くない所へ，短期間出かけることとされる。i御pplrivuとも三
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　　ばれる。

61－b．　varaiviSai　vaittu　nlitkal　1397i

　61－a．　に論じ。

61－C．　varaivitai　velupatal　1223，　315，　316，　328，　3391

　結婚するまでの閲に〔不安などで〕女の容色が衰えること。

61－d．　varaivo£u　pttkutal　155，　146，　3511

　男が結婚の申し込みに〔女の両親のところへ〕やってくること。

61’e．　varaivu　｝〈atxtal　l18，　169＠，　179，　244，　303，　324，　342，　353，　375，　3931

　女の友人が，女と早く結婚するように男に頼むこと。

61－f．　varaivu　malital　134，　51，　52，　297，　351，　361，　368，　3891

　〔女の両親・親戚などが〕女の結婚の準備に忙しくしていること。

61－g．　varaivtt　maxuttal　11461

　〔女の両親が〕男の結婚の申込みを断ること。

　　女の両親が発話者の形をとる作昂〔王一3参照〕はない。この詩でも，そのように

　　心配する女に，友入が語っている。

61mh．　varaivu　nertal　134，　247，　3511

　女の両親が，男の結婚の申込みを受け入れること。

　　61一　f．へと続く。女の喜びを扱う珍らしい主題である。

61“i．　varaivu　nT；Yittal　125，　38，　51，　53，　54，　90，　97，　105，　111，　112，　117，　l18，

　　　　　　　　　　　　125，　133，　152，　169，　187，　248，　367＠，　399i

　〔男は女に「結婚する」と約束しておきながら，幽々女の両親のところへ結婚の申し

　込みにも来ないし，結婚の実現に向けて動いてもいない。そうしていて〕結婚が延び

　延びになること。

61－j．　varaivu－u4arttal　1257，　367＠1

　女の友人が女に，結婚〔式〕が行われることを知らせること。

61rm　k．　varaiylltu　vantu－oiukal　1265，　266，　3321

　男が結婚しないまま，頻繁に逢引に通って来ること。

62．　vzayil　ma1uttal　185，　89＠，　93，　139，　202，　258（D，　354，　3841

　　〔和解を求めて男が遺わした〕仲介者を拒絶すること。

　　vayilとは，二入の間をとりもつ仲介者である。この主題の大部分は，遊女のもと

　　へ男（夫）が行ったために，女（妻）が不機嫌になっているのを知った男が，帰宅
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タミル古典文学の基礎的研究（高橋〉

　　するに際し，ま一ず女のもとに使者を遺わし問をとりもってもらおうとする，という

　　ものである。Tol．　i　139では，使者になれる入として12種をあげるが，実際には，詩

　　を吟じながら歩くリュート奏者（p碑a塾）や，男の二二で蒔には男の駅者として表

　　れるpakka＃が，使者になることが多い。

62m　a．　vfiyil　nertal　19，　10，　33，　45，　258＠，　271，　3091

　　仲介者〔の二三〕を受け入れること。

62－b．　vayil　veplal　145，　85，　910，　139，　196，　238，　295，　354，　3591

　男が不機嫌な女に和解を求め〔使者を送〕ること。

63．　veli　（ve1i－y－attpa）　13601

　ムルガン神にのりうつられた祈藩師が踊る狂乱的な踊り。

　　妙齢に達した娘は，ムルガン神（Murukan，後にスカンダと岡一視される〉に取り

　　つかれると信じられている。そこで恋煩いに容色も衰える娘を見て，両親はムルガ

　　ン神に取りつかれたと考え，velan〔ムルガン神の持ち物の長槍（vel）を持つ男，

　　という意味。地位は余り高くない〕と呼ばれる祈蕎師を招き，娘の病を癒ずための

　　｛山回をとり行おうとする。祈旧師は祭壇をしつらえ，新鮮な穀物や花などを供え祈

　　藩するが，やがてムルガン神にのりうつられ，酔ったように踊り出す。ムルガン神

　　こそが，人を病いから癒すという解釈もあるが，後世の解釈である。ku二inciにの

　　み表れる主題である。3．arattotu　nirral参照。

63－a．　veli－eyuttal　Bll，　214，　2631

　〔女の旧いを癒すため〕ムルガン神への二三の儀式を行うこと。

63”b．　veri　vilakkal　1362i

　その儀式が行われるのを〔女の友人が，秘密を暴露するなどして〕止めようとするこ

　と。

64．　veL，u　varaivu　l159＠，　3851

　41．notumalar　varaivuに岡じ。

65．　ve1upapa　（vegttpatal）　l13，　26，　48，　109，　lll，　135，　i53，　185，　201，　223，　228，

　　　　　　　　　　　　236，　283，　285，　289，　33i，　348，　350，　366，　4011

　〔結婚の遅れ，別れ，男の不義などで〕女の容色が衰えること。

　　愛を得て幸福な蒔は，女の体はマンゴーのような〔黄金〕色に輝き，体に美しい斑

　　点（titalai，　cupaitku）や筋（vari）が現われる。一方不幸になると，痩せ細り，

　　腕環が手から滑り落ち，体〔特に額〕に緑がかった色（pacalai＞が拡がるとされ
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　　　　る。

66．　vipai－vayig　pirivu　1282i

　　戦争のための遠征に出よ，という王の命令によって起る，

　　の別れのひとつである〔6．celavu参照〕。

66－a．　vinai－murrutal　1131，　323i

66－b、　vi具ai一斑u夏i　mr；tal　　｛ユ62，　233｝

66”C．　viBai－muL，i　pukutal　i2701

66－d．　vi茎｝ai一斑u夏i　vartttal　　｛398，　400｝

　　以上a　一一　d．はいずれも，遠征という義務を男が果し，

66rm　e．　viBai－talaivaikka－payutal　11891

　　遠征に出よ，という王の命に男が服すこと。

二人の別れのひとつ。6種

女のもとへ戻ること。
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